「神よ、私が本来そうされるべきやり方で聖霊様のことを認めていなかったことをどうかお赦し下さい！　私が聖霊様を悲しませ、本当なら聖霊様によってなしていただくはずの働きをするのに、自我や肉や自分の意思を優先させていたことをお赦しください！　あなたが聖霊様がいるようにと願っていたその場所に、自我や肉や自分の意思が陣取ることをさせてしまっていた私のことを、どうか赦してくださいますように。」

あぁ、罪とは私たちがわかっている以上に大きいものです！キリストの教会にこれだけの失敗や弱さがあるのも無理はないことです！
（ 三、聖霊のために聖別される　完　）
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さて、アンテオケには、そこにある教会に、バルナバ、ニゲルと呼ばれるシメオン、
クレネ人ルキオ、国王ヘロデの乳兄弟マナエン、サウロなどという預言者や教師がいた。彼らが主を礼拝し、断食をしていると、聖霊が、『バルナバとサウロをわたしのために聖別して、わたしが召した任務につかせなさい。』と言われた。そこで彼らは、断食と祈りをして、ふたりの上に手を置いてから、送り出した。ふたりは聖霊に遣わされてセルキヤにくだり、・・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使徒の働き１３章１～４節
神が私たちのために用意して下さっているものは何か、また神が私たちのために何をしてくださろうとしておられるのか、それを私たちが知るために役に立ついくつかの貴重な考えが、この御言葉の箇所を通して見い出すことができます。この引用箇所から学ぶことの出来る大切なレッスンはこれです：
聖霊こそがこの地上における神の働きを指揮されるお方である。　
私たちが神のために義なる働きをしようとするなら、また神が私たちの働きを祝福し
「私のたましいは、ただ神だけを待ち望みます。」これこそがもっとも崇高でもっとも大切な働きなのです。
聖霊は信じて揺らぎのない祈りに対する答えとしてやってきます。

栄光のイエスが御座にあげられたとき、１０日間の間、弟子たちは御座の足元で、イエスを待ち望みつつイエスに祈り叫んでいましたね。王は御座につき、しもべたちはその足元にいるということ、これが御国の法則です。神がいつも私たちをその場所に見つけてくださいますように！

そして最後の考えはこれです。　
私たちの働きを聖霊に導き指示していただくとき、そして私たちが聖霊への従順のもとでその働きを実行するとき、そこには何と素晴しい祝福があることでしょうか！
バルナバとサウロが遣わされた宣教の話しのことは知っていますね。どれだけの力が彼らと共にあったかも知っていますね。聖霊が彼らを遣わし、大いなる祝福を持って彼らは場所から場所へと移動していったのでした。彼らが進むにあたり、聖霊がリーダーでした。パウロが再びアジアに入ろうとしたとき、いかにして聖霊が彼を止め、
必ずしも知らされているというわけではありません。彼らが受ける指令はたいていの場合封印されており、司令官が次にどんな命令を下さるのか、待たなくてはならないのです。
天におられる神は、為されるべきどんな働きに関しても、またそれがどのように為されるべきかについても、御心と願いを持っておられます。
幸いなるかな、神の極秘機密を知らされ、神のもとで直接働く者は！

数年前のことです。私が住んでいる南アフリカのウェリントンに、宣教学校が開設され素晴しい大きな建物が建てられました。開校礼拝において校長は、私が決して忘れることの出来ないことを言いました。　

「昨年私たちがこの場所に集まり、礎石を置いたとき、その時私たちに見えていたものは何だったでしょうか？　そこにあったのはごみ屑と石と煉瓦と、そして取り壊された古い建物のガレキの山だけでしたね。　そこに私たちは礎石を置いたのですが、どんな建物が実際に建てられるのかを知っていた人はほとんどいませんでした。たっ
快楽からの新たなる別離へ、そして神と、神との交わりに対する新たなる聖別へと私たちを召し出すのだということを。
彼らは断食と祈りのために自分自身を放棄しました。
私たちの月並なクリスチャンとしての歩みの中にもっと祈りがあるならば、私たちの内なる生活にももっと多くの祝福があることでしょう。
もしも私たちの唯一の力はキリストとの一瞬一瞬の交わりの中にある、一瞬一瞬神に私たちの中で働いていただくことにあると、私たちが感じそれをこの世に証しするのであれば、もしもそれが私たちの思いであるならば、神の恵みによって、私たちの生活はもっと聖いものとならないでしょうか？　もっと豊かに実を結ぶものとならないでしょうか？

神の言葉のなかで、ガラテヤ書の３章でパウロが言っていることほど厳粛な警告を私は知りません。パウロはこのように問いかけました。

「御霊で始まったあなたがたが、いま肉によって完成されるというのですか。」
とは言わないで、私たちのささやかな努力を祝福してくださいと神に真っ先にお願いしてしまうのが私たちではないでしょうか？
神は働きと御国の拡張のためにすでにご計画をお持ちなのです。　そして、聖霊が神から委ねられ、その働きを担っておられるのです。「わたしが召した任務」です。　ですから、聖霊に導かれずして「神の契約の箱」に触れることを私たちがみな恐れるよう、神が助けてくださいますように。(訳注　第二サムエル６章６、７節参照）

二番目の考えは、神は、みこころが何であるかをご自身のしもべたちに喜んで現わしてくださるということです。

そうです、主の御名はほむべきかな！　神からのコミュニケーションは今でも天からこの地に向けられています。
この御言葉の箇所で聖霊が語っておられるように、今でも聖霊はご自身の教会、ご自身の民に語って下さるのです。
このような後の日々において、聖霊は何度もそのようになさってこられました。
彼らはしばらくの間、主を礼拝し断食していました。恐らく数日間に渡ってのことでしょう。それから聖霊が語られ、そして人々はその働きをなすことになり聖霊との協力関係に入っていったのです。そして彼らはさらに祈りと断食に携わるためにすぐに集まりました。
このような精神をもって彼らは彼らの主の命令に従ったのです。このことは、クリスチャンの働きの一番始めの時期にだけ当てはまるのではなく、全過程を通して、祈りによってこの力をいただく必要があるのだということを私たちに教えています。
私にはキリストの教会に関して一つ思うことがあります。（それは時として私の心にとてつもない悲しみをもって襲って来ます。）私には、自分でも恥じている私自身の人生に関して一つ思うことがあります。
私には、キリストの教会が受け入れておらず、全く理解もしていないと感じている一つの思いがあります。
私には、「おぉ、あなたの恵みによって私たちに新しいことを教えてください」と神に向かって祈りたくなるような一つの思いがあります。
るのです。それこそが私たちが往々にして神からの恵みをほとんど受けることもできず、またあまり成功しない理由です。
しかし、私たちはみな神の御前に進み出て、このように言おうではありませんか。

「神の御心のままになされたのなら、神の力がそこから取り去られることはない。神の御心のままになされたことには、神の偉大なる祝福がある。」
ですから、神の御心が私たちに現わされることが私たちの第一の願いであるようにしましょう。

もしもあなたが「そのようなコミュニケーションを天からいただき、それを理解するということは、簡単なことではありませんか？」と聞くのなら、私はこうお答えしましょう。「天の神と正しい交わりの関係にあり、また祈りにおいて神を待ち望むことの素晴しさをわきまえているような人にとっては簡単なことです。」

私たちは何度このように尋ねることでしょう？
「人はどのようにして神の御心を知ることが出来るでしょうか？」
誰でも、困難や当惑のなかにあるときは、神が彼らの祈りにすぐに答えて下さるよう
ます。「私のために聖別されよ」、聖霊はそのように語っておられます。
そうです。聖霊のために聖別されるのです。神の言葉が私たちを探るために私たちの存在の深みにまで入ってきて下さるよう、神が取りはからって下さいますように。
もしも私たちがまだこの世から完全に離れ出ていないことがわかったなら、もしも神がそこに私たちの自己中心、強情、また自己陶酔などがあるのをお示しになったなら、神の前に自らをへりくだらせようではありませんか。

男性も女性も、兄弟も姉妹も、あなたは聖霊のために聖別された神の働き人なのです。それは真実ですか？　それはあなたが切望してきた願いですか？　あなたはそのために明け渡されていますか？　それは私たちの全能なる蘇りの主イエスの御力を信じる信仰を通してあなたが期待してきたことですか？　もしそうでないのなら、私たちが召されている信仰とはそのようなものであることを知りなさい。
聖霊のために聖別されることにこそ祝福の鍵があるのです。神が私たちの心のなかに御言葉を書き記してくださいますように！

すでに宣教を始めており、次にその新しい地に進もうと考えます。実質上、すでにそれは決定しているのですが、私たちはそれから祈り始めるのです。
しかし、使徒たちの時代は何と違っていたことでしょうか！　
彼らのうちヨーロッパに目を向けていた人たちがいたとは私には思えません。なぜならパウロでさえ後にアジアへ戻ろうと試みているからです。
しかし、神の御心によってある晩、幻がパウロを召したのでした。これらの人々を見てごらんなさい。神は素晴しい不思議な業をなして下さいました。
神は教会をアンテオケにまで広げられ、そして豊かで大きな祝福をお与えになりました。今ここでは多くの人々が神を礼拝し、祈りと断食をもって神に仕えていたのです。彼らはなんと深い確信を持っていたことでしょう！
「全ては天から直接やってくるに違いない。我々は蘇られた主との交わりの中にあるのだ。我々は神との密接な連合のなかにいなくてはならない。そうすれば神は、何らかの方法を通して、ご自身が何を欲しておられるのか我々に示してくださる。」
そして彼らは空っぽで、無知で、無力で、嬉しさと喜びに満ちて、しかし深くへりく
この世の霊が離れて行き、神の御霊が私たちの内なる命、また存在の全てを所有して下さるために私たちの中に入って来て下さる、これこそがすべての働き人が最も欲するものではないでしょうか。

福音の働き人が、自分たちの働きの上に力の御霊が臨んで下さるよう聖霊を求めて神に泣き叫ぶように祈ることは珍しいことではありませんね。またそのように祈った後、力をいただいたと感じ、祝福を得、それゆえに神に感謝するということもよくあることだと思います。しかし、神はそれだけでなくさらに崇高なものを私たちが求めるようにと願っておられます。
それは、自我に打ち勝ち、罪を追い出し、神聖で素晴しいイエスの御姿が私たちの中で具現されるようになるために、心や生活のなかにおける力の御霊としての聖霊を私たちが求めるようになることです。

賜物としての御霊の力と、聖い生活の恵みのための御霊の力には違いがあります。
御霊の力を持っていても、恵みと聖さの御霊としての御霊の力を十分に頂いていないのなら、そのような人の働きにはいずれボロが出てくるのです。
あなたは祈るとき、イエスの教えに従って密室に入り、ドアを閉めますね。仕事や仲間や娯楽や、その他あなたの祈りの邪魔となるもの一切を遮断し、神とただ二人きりになって祈りたいと思いますね。しかし、物質的な世界がなおもあなたを追ってそこに入ってきます。それは、食事をしなくてはならないということです。使徒の働きの箇所のこれらの人々は、物質的世界、目に見える世界、全ての影響から自分たちを遮断することを願いました。
それで断食をしていたのです。彼らが食べたものは、単に自然の必要を満たす程度のものだけでした。そして魂の激しい願いをもって、自分たちはこの地上の全てのものを手放しますという意思表示として、神の御前に断食をしたのです。
おぉ、神が私たちにもそのような激しい願いを与えて下さり、この世の全てのものから私たちを聖別してくださいますように。
なぜなら私たちは聖霊が私たちに神聖なる神の御心を現わして下さるよう、待ち望みたいのですから。
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